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青森県木造住宅

耐震化マニュアル



耐震化の重要性耐震化の重要性

青森県では、これまでに大きな地

震による被害を受けてきました。

本編では、本マニュアルの目的を

整理するとともに、みなさまが簡

単にできる『住まいの耐震性チェ

ックシート』を紹介します。
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青森県における被害地震と 被害想定

　青森県では、過去に大きな地震災害を繰り返し受けており、今後も大

きな地震の発生と、それに伴う大きな被害が懸念されています。
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津軽山地西縁断層帯

青森湾西岸断層帯

【S43十勝沖地震】
南部町（旧名川町）剣吉小土砂崩れ

【S43十勝沖地震】
五戸町がけ崩れ

発生年月日：１９６８年５月１６日

震　　　源：青森県東方沖

大　き　さ：マグニチュード７.９

人 的 被 害：死者４７人　負傷者１８８人

住 家 被 害：全壊６４６棟

S43 十勝沖地震

活断層帯については、文部科学省の諮問機関である

地震調査研究推進本部が、日本国内の主要活断層と

して長期評価（地震発生確率など）を公表している

ものを掲載しました。

【S43十勝沖地震】
むつ市税務署官舎

【S43十勝沖地震】
三沢商業高校

発生年月日：１９９４年１２月２８日

震　　　源：三陸沖

大　き　さ：マグニチュード７.6

人 的 被 害：死者２人　負傷者７８４人

住 家 被 害：全半壊４２６棟

三陸はるか沖地震

【三陸はるか沖地震】
上:八戸市パチンコダイエー崩壊
下: 県立八戸東高管理棟

【三陸はるか沖地震】
田子町土留め崩壊

【三陸はるか沖地震】
県立三沢市姉沼橋付近

発生年月日：１９８３年５月２６日

震　　　源：秋田県沖日本海

大　き　さ：マグニチュード７.7

人 的 被 害：死者１７人　負傷者２２人

住 家 被 害：全壊１６７棟

日本海中部地震

【日本海中部地震】
弘前市小友

【日本海中部地震】
鯵ヶ沢町北浮田レンガ造崩壊

【日本海中部地震】
つがる市（旧車力村）

【日本海中部地震】
鯵ヶ沢町北浮田屋根崩落
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青森県における被害地震 と被害想定
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　津軽地方を襲った最大級の被害地震である明和3  

年（1766年）の地震を参考に想定したものです。こ

の地震は3月（旧暦1月）の降雪期に発生した地震と

して知られ、中南津軽を中心に1,500人以上の死者

が発生したと伝えられています。

　最大震度は 7 と予測され、黒石市に分布していま

す。震度6強の地域は五所川原市から青森市南西部、

黒石市西部にかけた地域、震度 6 弱は、主に青森市

西部に分布します。

　なお、この地震の震源は「津軽山地西縁断層帯」と

考えられていますが、県内にはもう一つ「青森湾西

岸断層帯」があり、わが国の活断層の中では危険度が 

「やや高い」グループに属しています。

　青森県では、これまでの被害地震の状況をふまえ、3通りの想定地震に

基づく地震・津波被害想定を平成 9 年 3 月に公表しています。ここでは

その概要を示し、県民の皆さまがお住まいの地域においても大きな地震

に見舞われる可能性があることをお伝えします。

被害想定

　羽後・津軽の地震（1704年）を参考に日本海側で

起こりうる今後500年の間で最大規模の地震を想定

したものです。この想定地震は、昭和58年（1983

年）日本海中部地震の震源より陸地に近く、陸地での

震度及び被害が日本海中部地震より大きくなるよう

に設定しています。日本海側では昭和39年（1964

年）に新潟地震、平成5年（1993年）に北海道南西沖

地震が発生しており、今後も大きな地震に見舞われ

る可能性があります。

　この地震による最大震度は 6 弱と予測され、深浦

町の海岸線付近に分布しています。震度 5 強の地域

は、岩木川流域と日本海側の海岸線沿いに分布して

います。

　昭和43年（1968年）の十勝沖地震と、平成6年

（1994年）の三陸はるか沖地震を参考に、太平洋側

で起こりうる最大規模の地震を想定したものです。

三陸沖・十勝沖の日本海溝ではマグニチュード8程

度の巨大地震が繰り返し発生しており、三八上北や

下北では、軟弱地盤上の建物被害や液状化による被

害、津波による被害が発生しています。

　この地震による最大震度は 6 弱と予測され、八戸

市から三沢市にかけての地域と青森市及び弘前市の

一部に分布しています。震度 5 強の地域は、八戸市

から野辺地町にかけての台地、弘前市周辺、つがる

市周辺に分布しています。

想定太平洋側海溝型地震
（マグニチュード8.2）

想定日本海側海溝型地震
（マグニチュード7.3）

想定内陸型地震
（マグニチュード7.2）
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　阪神・淡路大震災では、建築時期が古い住宅で、大きな被害が発生し

やすい傾向がありました。耐震基準が見直された後の昭和 57 年以降の

住宅では、大破以上の被害を受けたものは 1.9% でした。しかし、昭和

47～ 56 年の住宅では 9.7%、昭和 46 年以前の住宅では 22.5% が大

破以上の被害を受けました。これは、昭和 57 年以降の住宅と比較して、

昭和47～56年の住宅は約5倍、昭和46年以前の住宅は約12倍の割

合で大破以上の被害が発生したことを示しています。

　古い住宅の倒壊・崩壊は、人的被害を大きくする

主な要因となります。阪神・淡路大震災では、震災

関連死を除く直接的な死者5,502人のうち、約9割

の4,831人が、建物の倒壊や家具の転倒などによる

圧死・窒息死によるものでした。

　地震による人的被害をできるだけ発生させないよ

うにするためには、建替えや耐震補強によって、壊

れやすい古い住宅を壊れにくい住宅に変え、来たる

べき地震に備えておくことが重要です。耐震化した

後、中破程度の被害を受けることはあるかもしれま

せん。しかし、倒壊・崩壊さえしなければ、人命が

奪われる可能性を相当小さくすることができます。

「住まいの耐震化」の意義

焼死等
10%
焼死等
10%

その他
2%
その他
2%

建物の倒壊、家具の転倒などに
よる圧死、窒息死などの外傷性
ショック死による死　88%

建物の倒壊、家具の転倒などに
よる圧死、窒息死などの外傷性
ショック死による死　88%

【阪神・淡路大震災による死因別死者数の割合】

出典：警察白書（平成 7年版）

昭和57年以降昭和47～56年昭和46年以前

50%

0%

10%

20%

30%

40%

0.2%

1.7%

6.9%

91.3%

1.8%

7.9%

12.5%

77.8%

8.4%

14.1%

19.8%

57.8%

約
5
倍

約
　
倍
12

倒壊・崩壊 大破 中破 小破以下

出典：平成７年兵庫県南部地震被害調査最終報告書（平成 8年 3月：建設省建築研究所）

【阪神・淡路大震災における建築物の被害状況】

耐震化しておかない

と、大きな地震が来

たときに、建物が大

きな被害を受け、死

者や重傷者が発生す

る可能性が高まる。

耐震化しておけば建

物被害が発生するこ

ともあるが、倒壊ま

でには至らないため、

人的被害が発生しな

い可能性が高まる。

耐震化
しない

耐震化

耐震化
しない

耐震化
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け建物を構成します。柱と柱の間に窓などの開

口部を多く設けることができるのが大きな特徴

の１つですが、過去においてこの事が耐震上の

欠点となり地震による被害が発生していました。

現在では、仕口や筋かい等の耐力壁への構造用

金物の設置などの耐震化対策が一般化しており、

十分な構造強度が確保されています。

【耐力壁】とは？

　建物の横から来る地震や風

などの力を支える仕組みのこ

とです。軸組構法では筋かい

を入れますが、構造用合板と

呼ばれる面材を設置すること

もあります。

耐力壁仕口

木造軸組構法

【仕口】とは？

　２つ以上の部材を組み合わ

せ、接合する方法、または接

合箇所を表し、柱や梁、桁な

どに用いられます。「ほぞ」と

「ほぞ穴」による「ほぞつぎ」

が多い例ですが、耐震工事の

際は金具により補強されます。 

【木造軸組構法】とは？

　地震によって被害を受けやすい木造住宅の多

くは、木造軸組構法（在来構法）により作られて

います。これは、日本で古くから発達してきた

伝統工法を簡略化・発展させた構法で、地域の

大工や工務店により建設されてきた我が国の伝

統的な工法です。柱や梁を組み合わせて骨組み

を組み立て、これに壁、床、屋根などを組み付

　

　青森県では、平成19年3月に策定した耐震改修促進計画により、住宅

の耐震化率67.2% を平成 27年度までに 90％とする目標を掲げていま

す。しかし、高齢化の進行や経済的な事情、耐震改修に関する意識の低さ、

耐震診断・耐震改修工事に関する補助事業が十分に整備されていないな

どの理由により、現状では、耐震化がなかなか進みません。

　一方で、間取り変更、水周りの見直し、老朽化に伴う外壁の見直し、断

熱化対策などのリフォームは、必要に応じて実施されています。リフォー

ムとあわせた耐震改修を行うことで、より安心・安全かつ快適な住宅を獲

得できます。

　本マニュアルでは、古い木造住宅に多い「木造軸組構法（在来構法）」を

対象として、県民の皆さまにとって、なるべく費用がかからず、リフォ

ームとあわせた「住まいの耐震化」に関する情報提供を行い、青森県全体

としての耐震化率向上に寄与することを目的とします。　
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【青森県における住宅の耐震化目標】

梁（はり）
荷重を支え、柱を固
定する水平材

棟木（むなぎ）
屋根の頂上に水平に
わたした部材

土台
柱を固定し、基礎と
結ぶ水平材

根太（ねだ）
床の下地材やフロー
リングを支える部材

基礎
建物の重さを受けと
め、地盤に伝える

筋かい（すじかい）
柱と柱の間に斜めに
入れ揺れに抵抗する

垂木（たるき）
屋根の下地材を受け
る部材

通し柱
１・２階を１本で貫
き建物の隅を支える
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　一般診断による評点をもとに、耐震性を評価します。

●耐震補強のポイント …………………………… 16-17 頁参照

●リフォームにあわせた耐震改修のすすめ …… 18-21 頁参照

　耐震改修工事は、100～150 万円で行われることが多いとい

う傾向があります。古い住宅に継続的に居住するリスクを回避す

る投資額として、新築・中古物件の購入や建替えを選択するより

も相当安価ではないでしょうか。

耐震診断をしてみよう

出典：日本建築防災協会「誰でもできるわが家の耐震診断」 出典：日本建築防災協会「木造住宅の耐震改修の費用」

【耐震改修工事費（万円）】

100未満 100～
150未満

150～
200未満

200～
250未満

250～
300未満

300～
350未満

350～
400未満

400～
450未満

450～
500未満

500以上

43件

82件

61件
53件

40件

21件 19件

8件
5件 6件

100～150万円未満
の耐震改修工事が最も多い

専門家に診てもらいましょう

補強計画をたてましょう

補強工事を行いましょう

1.5 以上

1.0 以上～1.5 未満

0.7以上～1.0 未満

0.7未満

倒壊しない

一応倒壊しない

倒壊する可能性がある

倒壊する可能性が高い

上部構造評点 判　　　定

評点別の判定

一般診断の総合評点

上部構造 地盤・基礎

【導入編】

耐震化の重要性耐震化の重要性

12 青森県木造住宅耐震化マニュアル
【導入編】 13青森県木造住宅耐震化マニュアル

【導入編】



　一般診断による評点をもとに、耐震性を評価します。

●耐震補強のポイント …………………………… 16-17 頁参照

●リフォームにあわせた耐震改修のすすめ …… 18-21 頁参照

　耐震改修工事は、100～150 万円で行われることが多いとい

う傾向があります。古い住宅に継続的に居住するリスクを回避す

る投資額として、新築・中古物件の購入や建替えを選択するより

も相当安価ではないでしょうか。

耐震診断をしてみよう

出典：日本建築防災協会「誰でもできるわが家の耐震診断」 出典：日本建築防災協会「木造住宅の耐震改修の費用」

【耐震改修工事費（万円）】

100未満 100～
150未満

150～
200未満

200～
250未満

250～
300未満

300～
350未満

350～
400未満

400～
450未満

450～
500未満

500以上

43件

82件

61件
53件

40件

21件 19件

8件
5件 6件

100～150万円未満
の耐震改修工事が最も多い

専門家に診てもらいましょう

補強計画をたてましょう

補強工事を行いましょう

1.5 以上

1.0 以上～1.5 未満

0.7以上～1.0 未満

0.7未満

倒壊しない

一応倒壊しない

倒壊する可能性がある

倒壊する可能性が高い

上部構造評点 判　　　定

評点別の判定

一般診断の総合評点

上部構造 地盤・基礎

【導入編】

耐震化の重要性耐震化の重要性

12 青森県木造住宅耐震化マニュアル
【導入編】 13青森県木造住宅耐震化マニュアル

【導入編】



耐震化の方法耐震化の方法

『住まいの耐震性チェックシート』

の結果はいかがでしたか？

ここでは、耐震補強の具体的な方

法とリフォームにあわせた耐震化

が有意義であることを紹介します。

【解説編】
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Ａ： 建築基準法で明確に規定されており、 基本的に全ての住宅に義務付けられている内容

Ｂ： 建築基準法で記述されているが、 明確な規定がなく、 施工者に任せられている内容

Ｃ： 建築基準法に記述がない、 または記述されている水準が低い内容
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出典：日本建築防災協会「木造住宅の耐震補強の実務（平成19年）」

　住まいの耐震基準を規定する法律は「建築基準法」です。

　建築基準法は、わが国で発生した被害地震の教訓を受けながら、逐次、

改正されてきました。

　ここで最も重要なのは、昭和53年に発生した宮城県沖地震の後の改正

で、「中小規模の地震では損傷を防止し、大地震の場合は倒壊を防ぎ人命

を守る」建物とすることが義務づけられたことです。この基準は、昭和56

年6月から施行されました。

　建築基準法が改正された昭和56年以降の耐震性能を1.0として、改正

前の耐震性能と比較した場合に、昭和 34～ 56 年は 0.73 となります。

さらに、建築基準法が制定された昭和25年では0.31となります。

　その後、阪神・淡路大震災の教訓をもとに、これまで施工者に任されて

いた補強方法の具体的仕様が、平成12年6月の改正法で規定されました。

建築基準法と木造住宅の耐震性能 昭和５６年５月以前の住宅の弱点と改修のポイント

0.31 1.00.73

古い基準ほど耐震性が低い

昭和 25年～
（1950年～）

昭和 34年～
（1959年～）

昭和 56年～
（1981年～）

つりあいの
とれた配置

壁の量・強さ

接合部

基礎

床・屋根の
強さ

地震力（水平力）に十分抵抗できない

地震力が建物の弱点に集中して倒壊しやすくなる

筋かいの本来の性能を発揮できない

建物の一体性が損なわれ筋かいの性能が十分発揮できない

筋かいが地震力に抵抗できない

●筋かいを均等に入れたり、構造用合板を設置することで、
　地震時の揺れに強い壁になるように補強します。
●筋かいの量を増やすことは耐震性の向上に有効な手法です
　が、同時に接合部がその壁の強さに応じて十分に強いこと、
　つりあいよく壁が配置されていることが必要です。

●同じ壁量でも、偏りがなく均等に配置されていることが必
　要です。
●壁の配置が均等になるように、新しい耐力壁の設置や、壁
　が配置されない開口部の補強が効果的です。

●柱や梁、土台など構造上必要な部材を強くしても、これら
　の接合部が十分に緊結されていないと、すぐに外れてしま
　い全く役にたちません。
●それぞれの接合部に適した接合金物を用いて補強すること
　が必要です。

●鉄筋コンクリートの基礎にひびが入っている場合は、ひび
　割れを補修します。基礎が無筋コンクリートの場合は、鉄
　筋コンクリート造の布基礎を増打ちすることが有効です。
　無筋コンクリート造では、局所的に強い壁を設けず、筋か
　いをバランスよく設置することが必要です。

●地震による水平力を無理なく伝達するため、床・屋根を強
　くすることが必要です。また、上下階の筋かいや隅柱（建物
　の外壁の角部分にある柱）の位置を一致させたり、ピロティ
　やオーバーハング下部に壁や支柱をたてるなどの方法によ
　って、上階から下階へ力を無理なく伝えることが必要です。

耐力壁が
少ない

耐力壁の配置が
偏っている

軸組の接合部
が弱い

床・屋根が
弱い　

基礎に鉄筋が
なく、弱い

弱点

弱点

弱点

弱点

弱点
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　耐震改修工事は、工事に要する費用や、施工業者の確かさを個人が評

価できないなどの様々な問題により、きっかけが作りにくいものとなっ

ています。

　ここで重要なのは、

ということです。耐震化を特に意識しなくても、例えば、住まいに対す

るニーズが変化するときがあるのではないでしょうか。家族で話し合っ

て、リフォームに必要な箇所を絞りこみ、自分たちにあったリフォーム

を見つけましょう。

　このようなリフォーム工事とあわせて耐震化を行うことにより、工事

費を抑えながら、住みごこちを向上させることができます。費用面が耐

震改修のネックとなっている場合は、皆さまが住宅に対してお持ちの

ニーズにあわせて耐震化を実施することをお奨めします。

出典：リフォーム支援ネット「リフォネット」を参考に作成

リフォームのタイミング リフォームの主な目的と種類

年月がたち、傷みが出てきた屋根や外壁

などを、より長持ちするように修繕・改

修するリフォームです。

●お子様が独立した後も、今の住まいに長く住みたい

メンテナンス

耐震・省エネ・バリアフリー・防犯等の

性能を高めるリフォームや、水廻り設備

等を便利なものにするリフォームです。

●両親が高齢なためバリアフリー化したい

●老朽化した水廻りの修繕にあわせて使いやすくしたい

グレードアップ（性能向上）
家族構成や暮らし方の変化などに伴い、

または、将来の暮らし方を見据えて増改

築や間取りの変更を行うリフォームです。

●お子様の成長や祖父母の同居などにあわせて、

　間取り変更をしたい

ライフスタイルの変化への対応

リフォームのイメージを固めましょう！

住まいの図面などを探しておきましょう！予算の目安をつけておきましょう！
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出典：日本建築防災協会「木造住宅の耐震補強の実務（平成19年）」

リフォームの種類と耐震補強 リフォームの種類と耐震補強の要素

B 省エネルギーリフォーム
●断熱材、気密材の交換・新設をする

A 外観デザインのリフォーム
●外壁仕上げをモルタル塗等からサイディングに変更する
●古いサッシを新しくする

C インテリアのリフォーム
●内装壁を左官壁からクロス張りに変更する
●バリアフリーリフォームをする

E 水廻りのリフォーム
●トイレの床の段差をなくす

F 特定の部屋のみの耐震化（一室耐震）

D 間取りの変更
●子供部屋を増築する
●ダイニングキッチンを広くする
●寝室２室を１室につなげる

壁の補強・
つり合いの
よい配置

住宅の
軽量化等

腐朽・蟻害
への対応

水平構面等
の補強

基礎の
補修・補強

接合部の
補強
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耐力壁面材・
筋かいの設置
等

　　　腐食した柱・
土台の補強・
交換、腐食防
防対策等

床・屋根面に
構造用合板設
置、火打ち梁
設置等

ひび割れの補
修、無筋コン
クリートの補
強等

筋かい端部・
柱頭柱脚接合
部の補強

耐震補強の
要素

リフォームの
種類

外観デザインの
リフォーム

省エネルギー
リフォーム

インテリアの
リフォーム

間取りの変更

水廻りの
リフォーム

特定の部屋のみ
の耐震化

F

E

D

C

B

A

○：耐震強化を行いやすい耐震要素

間取りの変更は 32-33 ページ、

水廻りのリフォームは 33-34 ページの『改修のポイント』を

ご覧ください。

また、バリアフリーを一緒に考えると、より効果的です。

改修ポイントを参考にして、『我が家でできる耐震補強』なども

話し合ってみましょう。
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－
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○：耐震強化を行いやすい耐震要素
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ますます高まると予想できます。

　法令や基準は、時代の要請に応じて変化していま

す。お住まいの住宅の建築時期と現在で基準が異な

る場合は、そのような観点でのリフォームも必要と

なります。

維持改修と性能改修

性能改修項目

　住まいの改修は、大きく「維持改修」と「性能改修」の2通りの考え方に

分けられます。

　

　耐震性が不足している住宅の改修は性能改修に含まれます。

　住み慣れたお住まいの中で、改善したい箇所はありませんか？

　せっかくのリフォームの機会なのですから、古いものを新しいものに

見直す維持改修だけではなく、『暖かい家に住みたい』『段差のない床に

したい』など、暮らし向きに合わせた性能向上も考えてみませんか？

　青森県は、全国平均と比べて寒い地域であり、全

域が豪雪地帯（特別豪雪地帯を含む）です。また、65

歳以上の人口比率は、全国平均を上回っています。

したがって、今後は、耐震化とともに、より暖かい

住まい、高齢者にやさしい住まいへの改修ニーズが、

　

断 断熱化

高 高齢化対応

耐 耐震化 出典：北方建築総合研究所「住宅の性能向上リフォームマニュアル」

維持改修の内容 性能改修の内容

●腐朽した土台、柱の交換

●屋根材の葺替え、塗装

●サッシの交換

●便座の交換

●防水、傷みの補修のため

　の塗装、外装材の張替え

●浴槽の取替え

●ユニットバスの取替え

●汚れの目立つ内装の

　模様替え

●部屋の増築

改修部位

土台・柱・梁

外　　壁

屋　　根

窓

浴　　室

ト イ レ

内　　装

間取り変更

断●断熱材の補強

断●断熱サッシの交換

断

耐

●気流止めの設置と断熱材の補強

●筋かいの設置、構造用合板張り

高

高

●手すりの設置、出入口の段差解消

●介助しやすい空間の確保

高

高

●段差の解消や手すり設置

●介助しやすい空間の確保

高●段差の解消や手すりの設置

高●１階に寝室を確保

●金物等による接合部の補強 耐

これまでになかった

機能の追加や性能を向上させる

ための改修

性能改修維持改修

もともとの

機能や性能を維持していく

ために必要な改修

出典：北方建築総合研究所「住宅の性能向上リフォームマニュアル（平成19年）」

耐震性が劣るとともに、断熱

化についても考慮されていな

いケースが多いことから、耐

震＋断熱リフォームが望まし

いと考えられます。

1980年代の住宅は、断熱化の必要性が高いと

考えられます。

1990年以降の住宅についても、古い省エネ基

準が適用されている場合があるので注意が必

要です。また高齢化対応については、建築年

代によらずお住まいになっている方の身体状

況などに応じて必要な対応を図ることが望ま

しいと考えられます。

1960～1970年代の住宅 1980年代以降の住宅

耐　震　化

断　熱　化

高齢化対応

◎無筋基礎注意

高齢化対応の確認要

○

土台・柱の劣化注意

○ 断熱性の確認要 －

建 築 時 期
1960年代

(　　　)昭和35年～
　　昭和44年

1970年代

(　　　)昭和45年～
　　昭和54年

1980年代

(　　　)昭和55年～
　　平成元年

1990年代

(　　　)平成2年～
　　平成11年

2000年代

(　　　)平成12年～
　　　　現在
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これまでになかった

機能の追加や性能を向上させる

ための改修

性能改修維持改修
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機能や性能を維持していく
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いと考えられます。

1980年代の住宅は、断熱化の必要性が高いと

考えられます。

1990年以降の住宅についても、古い省エネ基

準が適用されている場合があるので注意が必

要です。また高齢化対応については、建築年

代によらずお住まいになっている方の身体状

況などに応じて必要な対応を図ることが望ま

しいと考えられます。
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耐　震　化

断　熱　化

高齢化対応

◎無筋基礎注意

高齢化対応の確認要
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土台・柱の劣化注意
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解
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編

導
　
入
　
編

れを止めることが、室内で暖めた空気の流失を防ぎ、

壁の中の結露を抑えるのに有効であることがわかり

ます。また、暖めた空気が壁の中を通って上へと逃

げていくような場合は、いくら壁内に断熱材を入れ

ても効率が上がりませんが、その逃げ道をふさぐこ

とによって、断熱材も本来の役割を果たすことがで

きるようになります。「壁の中の気流を止めること」

が、断熱改修工法の重要な部分で壁内結露の防止、

暖めた空気の流失防止に大きな効果をあげます。

●窓の断熱性能を向上させる

●断熱改修のポイント

　気密・断熱が不適切な住宅では、部屋の中をどん

なに暖かくしても、暖めた空気は壁の中を通って上

へと移動し、外へと逃げてしまいます。また、その

時に壁の中へ冷たい空気があった場合、あるいは気

流によって壁の中へ冷たい空気が引き込まれた場合

は、室内で発生した空気中の水蒸気が水滴となって

結露となります。

　このようなメカニズムを考えると、壁の上の部分

と下の部分を何らかの方法で塞ぎ壁の中の空気の流

　

断熱リフォーム ？
　断熱性能は、1980 年より３回にわたる法改正により断熱性能の基準

が著しく向上してきました。

　新しい住まいは、時代に即した省エネルギー性能を実現していますが、

築年数が古い住まいでは、建設時の断熱性能も低く、さらに断熱材自身

が劣化している場合もあるため、住まいの建築年数に応じた断熱性能の

向上が求められます。

　断熱性能を向上するには、外気に接する床・壁・天井・基礎などのほ

かに、玄関や窓などの開口部もあわせて強化します。

　また、家族構成の変化により生活空間が縮小した場合には、必要な生

活空間を重点的に断熱改修する方法もあります。

●躯体の断熱性能を向上させる

　躯体の断熱性能を向上させるリフォームは、大きく分けて住宅全体に

ついて行う場合と、特定の部位のみ改修する場合が考えられます。しか

し、ある部屋だけ断熱性能を向上させることは、他の部屋の室温との大

きな温度差を生じさせ、ヒートショックによる健康被害や、結露による

躯体の劣化などの悪影響を起こしやすくしますので、おすすめできませ

ん。リフォームの方法は、既存の外装材あるいは内装材や断熱材を撤去

して新たに断熱施工し直す方法や、既存の外装材あるいは内装材を撤去

せずに施工する方法など様々ですが、居住者の希望やコスト、施工性、

躯体の耐力などを考慮して、検討する必要があります。

 

住宅全体を
改修する

ある部屋の
ある部分を
改修する

ある特定の
部位を
改修する

既存の
外装材

柱材

土台

カット

圧
縮

グ
ラ
ス
ウ
ー
ル

気
流
止
め

健全性
の確認

切除

気
流
止
め補強用

構造用
合板

STEP.1-2 STEP.3 STEP.4 STEP.5

既存の窓を枠ごと取り外し、
断熱性能の高い窓に取替る

既存の窓の内側に新たに窓を
付け足す

既存の窓のガラス部分のみ断
熱性能の高いガラスに取替る

出典：北方建築総合研究所「住宅の性能向上リフォームマニュアル（平成19年）」
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出典：北方建築総合研究所「住宅の性能向上リフォームマニュアル（平成19年）」
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　高齢者の増加という社会状況の変化に対応して、近年、住宅のバリア

フリー化が進んでいます。しかし、高齢者は、古い住宅に居住する傾向

にあります。高齢者が住みやすい住宅とするためには、手すりの設置や

段差の解消などの対策が必要です。

　高齢者や子どもはもとより、障害をもった人にもやさしい住まいにす

るために、住宅のバリアフリー化を検討しましょう。

車椅子使用や介護を想定して
広さを確保する

スムーズに
移動できるようにする

出典：住宅金融支援機構ホームページを参考に作成

高齢化対応 バリアフリー改修のポイント

その1 安全な設計とし、事故が防止できること

その2 楽（操作が簡単、移動が楽）であること
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想定すると、無理なく通行

するためには幅85cm以上、

少し狭くても通行可能な幅

として 78cm 以上（柱があ

る箇所は75cm以上）必要

です。

　また、自走式車椅子で回

転するためには180cm×

180cm 程度のスペースが

あるといいでしょう。
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　手すりは握りやすい太さや材質

にしましょう。また、服の袖口が

手すりにひっかかることのないよ

うに、手すりの端部は壁向きや下

向きに曲げておくことが望ましい

でしょう。

　また、今はまだ必要ないと考え

ていても、将来必要になる箇所に

はあらかじめ下地をつけておきま

しょう。トイレや玄関に立ち座り

のための手すりを設けることも有
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高齢者の
寝室とトイレは
同一階にしよう！

階段の勾配は、
適切な寸法で
緩やかにしよう！

　階段の段を見やすくする、滑り

にくくするなど、照明や仕上げを

工夫することも有効です。

　階段の段を見やすくする、滑り
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つまづきや
店頭防止の段差を
解消しよう！

つまづきや
転倒防止の段差を
解消しよう！

　些細な段差は見えづらいため、

つまづきやすくなります。

　また、車椅子の利用を想定し、　

畳床とフローリング床との段差や

敷居の段差など、室内における段

差を解消しましょう。
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　夜間就寝時にトイレを利用する場合、

完全に起きていない状態で移動をする

ことも多く、事故が起こりやすくなり

ます。そのため、寝室からトイレへは、

段差なく移動できる

ようにしましょう。

　また、日中滞在す

る時間の多い「居間」

や「食堂」からも、

利用頻度の高い「ト

イレ」を同一階にす

る方が有効です。
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壁の補強合板は
手すりの取付け
用下地にも

　将来的に、介助や車椅子

の利用が必要となった場合、

日常生活を営む空間（寝室・

　　　　　  浴室・便所等）

　　　　　　　は、ある程

　　　　　　　度の広さが

　　　　　　　必要になり

　　　　　　　ます。

　将来的に、介助や車椅子

の利用が必要となった場合、
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　　　　　  浴室・便所等）
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床・壁・天井を
一体的に補強できた！
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出典：東京都震災ポータルサイト

　耐震シェルターを木造家屋の1階

に設置し、万一地震により家屋が倒

壊しても、中にいる人の安全を確保

します。

　家屋が倒壊しても、居室や寝室など、ある特定の部屋のみを耐震化し、

身の安全の確保をはかるリフォームもあります。

　普段から滞留する時間が長い部屋の壁に筋かいを入れ、柱・梁の接合

部を補強するなど、耐震化の資源を一つの部屋に限定する方法です。『一

つの部屋のみ耐震化し、身の安全を図る』ことから、一室耐震もしくは

耐震シェルターとも呼ばれています。

　「一つの部屋のみ地震に強くする」という考え方は、地震の間として、

彦根城の楽々園に現存しています。地震の間は、京都御所や江戸城にも

あったと伝えられており、古くから地震災害に苛まれてきた先人の知恵

でもあります。

　

　耐震シェルターの一部屋型として、

就寝中に身の安全を確保する『耐震

ベット』もあります。

　近年の大震災では、住宅の全半壊をまぬが

れたにもかかわらず、全体の約 6 割の部屋

で家具が転倒し、部屋全体に散乱する傾向が

あります。

特定の部屋・場所だけを耐震化する方法 家具の転倒防止
　建物が無事でも、家具が転倒することによ

り居住者被害も大きくなってしまうので、常

日頃から家具の転倒防止に努めましょう。

ガラス

●戸棚のガラスや窓ガラス
　には、飛散防止フィルム
　を貼りましょう。

本棚

●本は、重いものを下に、
　軽いものを上に置きまし
　ょう。

タンス

●家具は、転倒防止のため
　Ｌ字金具で壁に固定する
　か、天井との間に突っ張
　り棒を入れて固定しまし
　ょう。

テレビ

●家具の上などは避け、で
　きるだけ低い位置に固定
　して置きましょう。
●上に水槽などを置くと、
　揺れで落下し、割れる危
　険もある
　ので気を
　つけまし
　ょう。

食器棚

●Ｌ字金具などで固定し、
　棚板にはすべりにくい材
　質シートやふきんなどを
　敷きましょう。
●観音開きの
　扉や食器
　棚等には
　開放防止
　金具を取り
　付けましょう。

ストーブ

●ストーブの周りには燃え
　やすいものは置かないよ
　うに注意しましょう。
●できるだけ耐震自動消火
　　　　　　装置付きのも
　　　　　　　のを使うよ
　　　　　　　うにしまし
　　　　　　　ょう。

冷蔵庫

●扉と扉の間に針金などを
　巻いたり、裏側にある取
　手（手カケ）に固定用ベ
　ルトを通すなど、壁に固
　定してお
　きましょ
　う。

照明器具

●鎖と金具を使って数箇所
　止めましょう。
●蛍光灯は蛍光管の両端を
　耐熱テープで止めておき
　ましょう。

わが家でできる

安全
対策
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　耐震シェルターの一部屋型として、

就寝中に身の安全を確保する『耐震

ベット』もあります。

　近年の大震災では、住宅の全半壊をまぬが

れたにもかかわらず、全体の約 6 割の部屋

で家具が転倒し、部屋全体に散乱する傾向が

あります。

特定の部屋・場所だけを耐震化する方法 家具の転倒防止
　建物が無事でも、家具が転倒することによ

り居住者被害も大きくなってしまうので、常

日頃から家具の転倒防止に努めましょう。

ガラス

●戸棚のガラスや窓ガラス
　には、飛散防止フィルム
　を貼りましょう。

本棚

●本は、重いものを下に、
　軽いものを上に置きまし
　ょう。

タンス

●家具は、転倒防止のため
　Ｌ字金具で壁に固定する
　か、天井との間に突っ張
　り棒を入れて固定しまし
　ょう。

テレビ

●家具の上などは避け、で
　きるだけ低い位置に固定
　して置きましょう。
●上に水槽などを置くと、
　揺れで落下し、割れる危
　険もある
　ので気を
　つけまし
　ょう。

食器棚

●Ｌ字金具などで固定し、
　棚板にはすべりにくい材
　質シートやふきんなどを
　敷きましょう。
●観音開きの
　扉や食器
　棚等には
　開放防止
　金具を取り
　付けましょう。

ストーブ

●ストーブの周りには燃え
　やすいものは置かないよ
　うに注意しましょう。
●できるだけ耐震自動消火
　　　　　　装置付きのも
　　　　　　　のを使うよ
　　　　　　　うにしまし
　　　　　　　ょう。

冷蔵庫

●扉と扉の間に針金などを
　巻いたり、裏側にある取
　手（手カケ）に固定用ベ
　ルトを通すなど、壁に固
　定してお
　きましょ
　う。

照明器具

●鎖と金具を使って数箇所
　止めましょう。
●蛍光灯は蛍光管の両端を
　耐熱テープで止めておき
　ましょう。

わが家でできる

安全
対策
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ここでは、リフォームとあわせて

行う具体的な耐震改修のポイント

と耐震改修の事例を紹介します。
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リフォームの目的

●和室を洋室に変更

●床の間と押入をクローゼットに変更

土台・柱・梁の部分補強

土台・柱・梁等が腐食や蟻害を受

けている場合、その部材を部分

的に切り取って補強する方法が

あります。
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耐力壁を入れる

筋かいをできるだけ左右対称と

なるように入れることによって、

バランス良く補強することがで

きます。特に、建物の隅となる

部分は、筋かいがあった方が効

果的です。

●和室の洋室化に伴い、建物全体のバランスに配慮した耐震強
　化を図ることが可能となった。
●構造用合板の設置にあわせて、玄関・便所・浴室・階段の壁
　に手すりを設置することが可能となった。

リフォーム計画の概要

●筋かいの新設
●化粧筋かいの設置
●構造用合板の設置
●軸組接合部の金具による補強

耐震補強

　　筋かい（既設）　　　 筋かい（新設）

　　柱（既設）　　　　　 柱（新設）

　　構造用合板
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　に手すりを設置することが可能となった。

リフォーム計画の概要

●筋かいの新設
●化粧筋かいの設置
●構造用合板の設置
●軸組接合部の金具による補強

耐震補強

　　筋かい（既設）　　　 筋かい（新設）
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　　構造用合板
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し、補強する方法

もあります。

構造用合板

筋かいによる補強

筋かいの入った壁の量を増やし、

その筋かいを釘や金物で土台・

柱・梁等に緊結します。

筋かい

●システムキッチンの導入にあわせて、DK北側の面を見直すこ
　とが可能となった。
●建物全体のバランスに配慮し、南側真ん中の和室と便所の壁
　の耐震強化を図ることが可能となった。
●構造用合板の設置にあわせて、玄関・便所・浴室・階段の壁
　に手すりを設置することが可能となった。

リフォーム計画の概要

●筋かいの新設
●構造用合板の設置
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　　筋かい（既設）　　　 筋かい（新設）

　　柱（既設）　　　　　 柱（新設）

　　構造用合板
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住宅の耐震診断・耐震改修に関する相談

住宅の耐震診断・耐震改修に関する相談

工事契約に関する紛争について

設計、監理、施工業者情報

　耐震診断が必要な木造住宅についての説明や、簡単な設問方式の「誰で

もできるわが家の耐震診断」（（財）日本建築防災協会発行）を配布します。

　
　　　■青森県県土整備部建築住宅課建築指導グループ

　　　　電話：017－734－9693

　
　　　■各地域県民局地域整備部建築指導課

　　　　東青地域県民局　電話：017－728－0226

　　　　中南地域県民局　電話：0172－32－3801

　　　　三八地域県民局　電話：0178－27－5157

　　　　西北地域県民局　電話：0173－35－2117

　　　　上北地域県民局　電話：0176－23－4311

　　　　下北地域県民局　電話：0175－22－1231

　
　　　■青森市都市整備部建築指導課　電話：017－761－4526

　
　　　■弘 前 市 建 設 部 建 築 指 導 課　電話：0172－40－7053

　
　　　■八戸市都市整備部建築指導課　電話：0178－43－9137

　「青森県木造住宅耐震診断マニュアル」作成に協力いただいた団体で、県

内各地域に支部がありますので、本部より、お住まいに近い支部を紹介し

ます。

　
　　　■(社)青森県建築士事務所協会　電話：017－773－1596

　　　　※会員名簿などは、ホームページにて公表しています。

　　　　　 http://www.aomorijk.or.jp/

「青森県木造住宅耐震診断マニュアル」受講者名簿

　耐震診断については、「青森県木造住宅耐震診断マニュアル」講習会を受

講した建築士が所属している建築設計事務所等を、県のホームページに

て公表していますので参考にしてください。

　http://www.pref.aomori.lg.jp/kotsu/build/taisin.html

「青森県木造住宅耐震改修マニュアル」受講者名簿

　耐震補強計画や耐震改修工事業者については、「青森県木造住宅耐震改

修マニュアル」講習会を受講した建築士を、県のホームページにて公表

していますので参考にしてください。

　http://www.pref.aomori.lg.jp/kotsu/build/taisin.html

　建て主と工事業者との建設工事の請負契約をめぐるトラブルが生じた

場合等の相談窓口となります。

　
　　　■青森県県土整備部監理課建設業振興グループ

　　　　電話：017－734－9640・9706（直通）

　
　耐震診断、補強計画、耐震改修工事を実施する場合には、依頼者と事

業者との信頼関係も必要です。特に、依頼内容とそれにかかる費用につ

いては、作業や工事等をはじめる前にしっかり決めましょう。１つの不

信感が、すべての不安につながります。

　よく話し合って進めていきましょう。

〒030-8570

青森県青森市長島 1-1-1

電話：017-734-9693

青森県県土整備部建築住宅課

平成23年3月作成

委員　㈱カトー建築設計事務所

　　　　　　　　　代表取締役　加 藤  　 彰

　
委員　㈲住府建築設計事務所

　　　　　　　　　代表取締役　北 山  茂 朝

　
委員　ふるとちかこ建築設計室　

　　　　　　　　　　　　代表　古 戸  睦 子

　
委員　㈱ サ イ ト ー ホ ー ム

　　　　　　　　　代表取締役　斎 藤  定 義

　　
委員　青森県県土整備部建築住宅課

　　　　　　　　建築指導ＧＭ　相 馬  政 弘
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住宅の耐震診断・耐震改修に関する相談

住宅の耐震診断・耐震改修に関する相談

工事契約に関する紛争について

設計、監理、施工業者情報

　耐震診断が必要な木造住宅についての説明や、簡単な設問方式の「誰で

もできるわが家の耐震診断」（（財）日本建築防災協会発行）を配布します。

　
　　　■青森県県土整備部建築住宅課建築指導グループ

　　　　電話：017－734－9693

　
　　　■各地域県民局地域整備部建築指導課

　　　　東青地域県民局　電話：017－728－0226

　　　　中南地域県民局　電話：0172－32－3801

　　　　三八地域県民局　電話：0178－27－5157

　　　　西北地域県民局　電話：0173－35－2117

　　　　上北地域県民局　電話：0176－23－4311

　　　　下北地域県民局　電話：0175－22－1231

　
　　　■青森市都市整備部建築指導課　電話：017－761－4526

　
　　　■弘 前 市 建 設 部 建 築 指 導 課　電話：0172－40－7053

　
　　　■八戸市都市整備部建築指導課　電話：0178－43－9137

　「青森県木造住宅耐震診断マニュアル」作成に協力いただいた団体で、県

内各地域に支部がありますので、本部より、お住まいに近い支部を紹介し

ます。

　
　　　■(社)青森県建築士事務所協会　電話：017－773－1596

　　　　※会員名簿などは、ホームページにて公表しています。

　　　　　 http://www.aomorijk.or.jp/

「青森県木造住宅耐震診断マニュアル」受講者名簿

　耐震診断については、「青森県木造住宅耐震診断マニュアル」講習会を受

講した建築士が所属している建築設計事務所等を、県のホームページに

て公表していますので参考にしてください。

　http://www.pref.aomori.lg.jp/kotsu/build/taisin.html

「青森県木造住宅耐震改修マニュアル」受講者名簿

　耐震補強計画や耐震改修工事業者については、「青森県木造住宅耐震改

修マニュアル」講習会を受講した建築士を、県のホームページにて公表

していますので参考にしてください。

　http://www.pref.aomori.lg.jp/kotsu/build/taisin.html

　建て主と工事業者との建設工事の請負契約をめぐるトラブルが生じた

場合等の相談窓口となります。

　
　　　■青森県県土整備部監理課建設業振興グループ

　　　　電話：017－734－9640・9706（直通）

　
　耐震診断、補強計画、耐震改修工事を実施する場合には、依頼者と事

業者との信頼関係も必要です。特に、依頼内容とそれにかかる費用につ

いては、作業や工事等をはじめる前にしっかり決めましょう。１つの不

信感が、すべての不安につながります。

　よく話し合って進めていきましょう。

〒030-8570

青森県青森市長島 1-1-1

電話：017-734-9693
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